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ティーボール用バットのＳＧ基準 

ＳＧ Standard for Teeball Bat 

 

１．基準の目的 

  この基準は、ティーボール用バットの安全性品質及び使用者が誤った使用をしないための必要事項 

を 定め、一般消費者の生命又は身体に対する危害の発生の防止を図ることを目的とする。 

 

２．適用範囲 

 この基準は、ティーボールに用いる金属製、繊維強化プラスチック製等のバット（以下「バット」

という。）について適用する。 

 

３．種類 

 バットの種類は、次のとおりとする。 

 (1)中学生用：中学生の年令の者を対象として設計・製造されたもの。 

  (2)小学生高学年用：小学生高学年の年令の者を対象として設計・製造されたもの。 

  (3)小学生中学年・低学年用：小学生中学年及び低学年の年令の者を対象として設計・製造されたも

の。 

 

注意） 1) 種類の表示のないものにあっては中学生用として確認するものとする。 

  2) 「小学生中学年・低学年用」として設計・製造されたものであっても、『４.安全性品

    質』において「小学生高学年用」の規程に満足するものは「小学生高学年用」として確認

    できるものとする。 

  3) 『４.安全性品質』において「小学生高学年用」の規程に満足するものは「小学生高学年

    用」及び「小学生中学年・低学年用」の表示を「小学生用」と表示できるものとする。 

 

４．安全性品質 

  バットの安全性品質は、次のとおりとする。 

項 目 基    準 基 準 確 認 方 法 

１.外観、構造及

び寸法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.バットの外観、構造及び

寸法は次のとおりとす

る。 

(1) 仕上げは良好で、使用時 

に身体に傷害を与えるよ

うなばり、突起部、鋭い

角部等がないこと。 

(2) バット外表面には、ひ

び、割れ、その他の強度

を害する欠点がないこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

項 目 基    準 基 準 確 認 方 法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) バットの先端部及びグリ

ップエンドは、丸みを持

っていること。 

(4) グリップ部には、滑りを

止める処置を施している

こと。 

(5) 先端部及びグリップエン

ドノブは本体と確実に固

定されていること。ま

た、使用に伴う衝撃等に

よって、容易に離脱しな

いこと。 

(6) グリップエンドノブの高

さは〇以上であること。 

 

 

(7) バットの打球部外表面は

柔軟性のある材質のもの

で覆われていること。ま

た、打球部を〇変位させ

る圧縮試験を行ったとき

の力は〇以上〇以下であ

ること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

項 目 基    準 基 準 確 認 方 法 

２．強度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.三点曲げ試験を行ったと

き、規定の力を加えても

バットは破壊しないこ

と。 

  また、更に破壊するまで

の力を加えたとき、折損

分離せず、使用者の身体

に危害を加えるような破

壊様相でないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５．表示及び取扱説明書 

バットの表示及び取扱説明書は、次のとおりとする。 

項 目 基    準 基 準 確 認 方 法 

１．表示 

 

 

 

 

 

 

２．取扱説明書 

１.製品には、容易に消えない方法で次の事

項を表示すること。 

(1) 申請者（製造業者、輸入業等）の名称又

はその略号 

(2) 製造年月若しくは輸入年月又はその略号 

(3) 種類又はその略号 

 

２．製品には、次に示す趣旨の内容を記載し

た取扱説明書を添付すること。ただし、

以下の(1)から(5)を製品本体に容易に消

えない方法により表示してあるもの、ま

たは、その製品に該当しない事項は省略

してもよい。 

  なお、一般消費者が容易に理解できる大

きな字で明記すること。 

  また、(1)は取扱説明書の表紙の見やす

い箇所に示し、(2)､(3)､(4)については

安全警告認識（△）等を併記するなどし

てより認識しやすいものであること。 

 

(1) 取扱説明書を必ず読み、読んだ後必ず保 

管すること。 

  ただし、以下に該当する各項を製品に容

易に消えない方法により表示してあるも

のは、本項を省略してもよい。 

(2) 用途にあったバットを使用すること。 

  また、静止したティ-ボール用のボール

以外のものを打撃しないこと。 

(3) 使用する前には必ずバットの各部に異状

がないことを確認すること。 

  また、各部にき裂、破損、へこみ、曲が

り、ゆるみなどの異状を生じた場合は使

用しないこと。 

(4) バットを傷付けないように努めること。 

(5) 製造業者、輸入業者又は販売業者等の名 

称及び電話番号。 

 

 


